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RHEOBYK-7590 PC

RHEOBYK-7590 PC
ヴィーガン対応の、天然ヒマシ油誘導体をベースとして、パーソナルケア用途の油系に
使用される有機レオロジー添加剤 (COSMOS認証、NATRUE認証)

製品データ

組成
ヒマシ油誘導体（INCI名：Trihydroxystearin）

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、製品規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.02 g/ml
溶解範囲: 84–88 °C
ふるい残渣 (325 mesh/44 µm): 最小 99 %
酸価: 最大 4 mg KOH/g
OH価: 155–164 mg KOH/g
Iodine value: 最大 4 g/100 g
Saponification value: 176–182 mg KOH/g
色: 白
形状: 流動性粉末

貯蔵および輸送
RHEOBYK-7590 PCは、 0℃～30℃の温度で、未開封の元の容器で乾燥した状態で輸送および貯蔵をして
下さい。

適用分野

パーソナルケア

特長
RHEOBYK-7590 PCは、懸濁液中の顔料を安定化させ、ワックス状配合物の熱安定性を向上させます。
さらに、中・低極性または脂肪族溶剤（特に代表的な化粧品オイル）の増粘、油中水型エマルションの安定
化、配合物の流動挙動と降伏点の調整にも役立ちます。溶解すると半透明になり、非常にソフトな肌触りに
なるため、魅力的な官能特性をもたらします。さらに、エモリエント剤、コンディショニング剤、撥水剤としても
使用できます。本添加剤は、自然派化粧品の増粘・安定化に特におすすめです。
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RHEOBYK-7590 PC

推奨用途

クリーム、ローション X

日焼け止め製品 x

ヘアスタイリング製品 x

液体メイクアップ X

口紅 X

リップグロス X

プレスパウダー x

制汗剤／デオドラント x

■ 最適     □ 適

推奨添加量
希望するレオロジー特性に応じて、全配合に対して添加剤として、1–7 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
RHEOBYK-7590 PCの油相への添加は、分散工程の最初に、好ましくは溶剤またはオイルと5～10分間プレ
ミキシングして行ってください。

添加剤の効果は、温度と系の極性に影響を受けます。最適な性能を得るためには、RHEOBYK-7590 PCを35
～65℃の温度で20分間、高いせん断力で混合し、完全に活性化させる必要があります。温度が低すぎたり、
最大活性化温度である65℃を超えたりすると、シーディング（柔らかいゲル状粒子の形成）が発生することが
あります。この場合、55～65℃に加熱し、高せん断力で撹拌して配合物を再加工することをお勧めします。
再結晶化を防ぐため、冷却中も撹拌してください。

ビックケミー・ジャパン株式会社
本　　社：東京都新宿区市谷本村町3-29
大　　阪：大阪市北区堂島浜1-4-4
www.byk.com/jp


